
 

1. 年 頭 言 

トリチウム研究者の無尽の力の発揮を 

田中 知 （東京大学大学院・教授）  

                                  

平城遷都 1300 年の昨年、奈良で成功裡にトリチウム国際会議が開催されたことは参加者、

関係者のご協力のおかげとこの紙面を借りて御礼申し上げます。その懇親会で次のような拙

い歌を詠ませていただいた。 

 

東天にリーベの星よ散り光る 

        ウイに勝るは無尽の人力（ちから） 

 

これはトリチウムという言葉を無理してはめ込んだものであるが、トリチウム研究者の無尽の力

を期待したものである。今後、世界の原子力の発展に核融合エネルギーが重要で、それも次

世代軽水炉、高速増殖炉サイクル研究開発との縦の糸で繋がれていないといけない。また、

トリチウム研究者は核融合理工学全般についてという横糸についても深い知識が求められる。

このようにトリチウム研究者には、縦と横の糸を太くし伸ばすという使命があるのではないか。

このことは我々が若い時に先達から耳が痛くなるほど、胃腸がへろへろになるほど教えられ、

鍛えられた。最近の日本の悪い特徴として内向き志向があげられる。組織の壁を自分で作り、

良い訳のない言い訳を自分で作り、変な分担論に陥り、結果として、世界に負けることになり、

後世みじめな評価を受けることになる。今からでも決して遅くない、トリチウム研究者が核融合

研究および原子力エネルギー研究の中心となって活躍されることを期待する。 
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謹賀新年 
本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 
ニュースレター第 17 号をお届けします。 
総括班 田中 知 先生より年頭言をいただ

きました。 
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 核融合エネルギー工学の分野に関して言えば、早急に原型炉の概念を明確にし、その設

計に必要な研究開発を着実に行うことである。この検討の後半では、この事業の実施主体や、

原型炉設置場所、国際協働などが焦点になる。中近東の資本参加を得てアジアに原型炉を

設置するようなアイデアも有って良い。原型炉に向けての研究開発に向けては何がクリチカ

ルかを明確にして、戦略的に進めることが必要である。 

原子力エネルギー開発との関係でいえば、我が国の核融合研究者は高速増殖炉サイクル

研究開発や、次世代軽水炉開発を他人事と思っている人が多い。これは極めて憂慮すべき

ことである。同時に、高速増殖炉サイクル関係者や次世代軽水炉開発者も他の核エネルギ

ー開発に無知なのは恥ずべきである。トリチウム研究者は決してそうであってはいけない。お

互いに協力しあってこそ、いい原子力エネルギーが開発されるのである。 

 トリチウム研究者が将来より高く評価されるように共に働きたい。 

 

 

２．ごあいさつ 

領域代表 田辺哲朗 

少し遅いですが、年頭のご挨拶をさせていただきます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

早いもので、本特定領域の設定期限があと１５ヶ月になってしまいました。みなさまのご尽力により、

各研究計画とも順調に成果を重ねていただいておりますこと、領域代表として心より御礼申上げます。

残された期間はわずかになりましたが、さらにお励みいただき、当初の予定を大幅に超える成果を上

げていただけるものと確信しております。どうかよろしくお願い申し上げます。 

年頭に１つ、うれしいニュースをお伝えできます。一昨年、中間評価にて「このまま遂行して良い」と

の最高の評価をいただき、993 万円の追加配分をいただくことができましたが、今年度も 960 万円の

追加配分

今年度の報告書に反映していただけますよう改めてお願い申し上げます。 

を受けました。昨年度は、A01、A02、C01 班への配分であったことを鑑み、今年度はB01、

B02、C02 班への配分とさせていただきました。これは私の方で選定したわけではなく、期せずして要

望がそのようになったためです。皆様の協調性のたまものかと思っております。 

中間評価をうけました際に、皆様の成果をまとめさせて頂きましたが、その成果に対しまして、以下

のような自己評価を行い、昨年度発行したニュースレター（NL）No.13 にてご報告いたしました。状況

はあまり変わっていないと判断されますので、ここに主要な部分を再掲いたします。 

（NL No.13 は、是非ご再読ください） 
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皆様のご努力により、領域が掲げた当初の目標は達成できそうであることが、あきらかになりまし

た。しかし、現在まで得られている結果は、総じて定性的です。今後は、掲げた数値目標の根拠の明

確化も含めて、定性的な評価や議論ではなく、定量的な評価や議論ができるように、データのまとめ、

モデル化、予測等々を行っていただきたく存じます。 

 今年度は最終年度に向け、 

  これまでに達成された目標の明確化 

  未達成の目標に対する、達成への道筋策定 

  新たな目標、あるいは問題点の明確化と解決への道筋策定 

 

 

 



3．研究交流発表会（3 月 4-5 日）のお知らせ 

本特定領域では若手研究者の育成を、重要な一つの目標に掲げています。 本年度は下記により

研究交流発表会を開催致します。関係者の皆様には、是非ご参加の上、活発な討論をしていただけま

すようお願い申し上げます。お問い合わせは朝倉幹事（asakura.yamato@nifs.ac.jp）まで 

News Letter No.17, Jan.20, 2011 p.3 

mailto:asakura.yamato@nifs.ac.jp�

